
　
「
平
成
２２
年
度
の
七
つ
の
ま
ち
づ
く

り
基
本
政
策
ご
と
の
主
な
事
業
の
内
容

は
」と
質
疑
が
あ
り
、「
『
地
域
で
支
え

あ
い
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』

は
カ
ラ
ー
舗
装
等
を
行
う
交
通
安
全
施

設
整
備
業
務
、
防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
業

務
の
充
実
な
ど
で
あ
る
。『
健
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』
は

が
ん
等
検
診
業
務
、
子
ど
も
手
当
支
給

業
務
に
取
り
組
ん
だ
。『
自
然
と
調
和

し
た
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
』

は
新
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設

事
業
、
こ
ど
も
自
然
遊
び
の
森
『
わ
ん

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
』
の
整
備
を
行
っ
た
。『
賑

わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
は
中

小
企
業
資
金
融
資
事
業
、
市
内
工
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
業
務
な
ど
で
あ
る
。

『
快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
は

藤
川
地
区
整
備
事
業
、
東
岡
崎
駅
周
辺

地
区
整
備
推
進
事
業
の
推
進
な
ど
で
あ

る
。『
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
』
は
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
立

事
業
、
過
大
規
模
校
の
解
消
を
図
る
た

め
の
中
学
校
新
設
事
業
を
実
施
し
た
。

『
将
来
ま
で
自
律
し
た
状
態
が
続
く
都

市
経
営
』
は
市
民
税
、
各
保
険
料
等
を

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
可
能

と
し
た
納
付
機
会
拡
充
業
務
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
合
致
し
た
成
果
を
挙

げ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

 ◇
歳
入
 

・
市
税
 

「
公
共
施
設
の
飲
料
用
自
動
販
売
機
の

設
置
を
入
札
に
切
り
替
え
貸
付
額
は
増

額
と
な
っ
た
の
か
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
２１
年
度
の
飲
料
用
自
動
販
売
機
目
的

外
使
用
料
は
、
本
庁
舎
３
台
で
２０
万
７

千
円
で
あ
っ
た
が
、
２２
年
度
は
同
じ
く

３
台
を
入
札
し
３
４
２
万
５
千
円
の
歳

入
と
な
っ
た
。
な
お
、
２３
年
度
の
試
験

実
施
の
入
札
結
果
は
、
九
つ
の
施
設
、

５ 
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総
括
質
疑
 

質
　
疑
 

決算特別委員会委員 
◎委員長　　○副委員長 

◎山崎　泰信　　○加藤　義幸 

　加藤　　学　　　簗瀬　　太 

　梅村　順一　　　鈴木　雅登 

　山本　雅宏　　　竹下　寅生 

　山崎　憲伸　　　蜂須賀喜久好 

　新海　正春　　　村越　恵子 

　坂井　一志　　　米村　賢一 

　野澤　幸治　　　小野　政明 

 

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
平
成
　
年
度

の
決
算
認
定
議
案
「
一
般
・
特
別
会
計
」、

「
病
院
事
業
会
計
」、「
水
道
事
業
会
計
」

の
３
件
は
、　
人
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
の
う
え
、

審
査
し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
 

平成22年度決算をどうみるか 

21年度決算額 

2,040,884 

1,763,160 

702,566 

4,506,610 

2,143,776 

1,892,827 

128,162 

3,161,602 

5,182,591 

11,832,977

伸び率 

1.3 

32.9 

▲ 4.6 

12.7 

21.1 

▲ 8.1 

▲18.9 

▲23.6 

▲17.8 

0.9

構成比 

17.3 

19.6 

5.6 

42.5 

21.7 

14.6 

0.9 

20.3 

35.8 

100.0

22年度決算額 

2,066,940 

2,343,536 

670,067 

5,080,543 

2,596,197 

1,740,147 

103,934 

2,414,128 

4,258,209 

11,934,949

科   　　目 

人件費 

扶助費 

公債費 

計（義務的経費） 

投資的経費 

物件費 

維持補修費 

その他 

計 

合　計 

22年度一般会計歳出決算額の構成 ［単位　万円、％］ 

21年度決算額 

6,473,474 

1,785,524 

8,258,998 

102,708 

1,792,123 

510,215 

894,120 

690,817 

3,989,983 

12,248,981

伸び率 

▲ 2.8 

11.5 

0.3 

32.6 

▲ 8.9 

20.0 

15.1 

▲ 3.5 

2.2 

0.9

構成比 

50.9 

16.1 

67.0 

1.1 

13.2 

5.0 

8.3 

5.4 

33.0 

100.0

22年度決算額 

6,289,816 

1,991,656 

8,281,472 

136,219 

1,633,487 

612,157 

1,029,210 

666,343 

4,077,416 

12,358,888

科   　　目 

市税 

その他 

計（自主財源） 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

市債 

その他 

計（依存財源） 

合　計 

22年度一般会計歳入決算額の構成 ［単位　万円、％］ 

一般会計の決算収支状況 

２２ 

１６ 

歳入決算額 
1,235億8,888万円 

歳出決算額 
1,193億4,949万円 

人件費17.3%

その他16.1％ 

市税50.9％ 

扶助費19.6％ 

公債費5.6％ 

投資的経費21.7％ 

物件費14.6％ 

維持補修費0.9％ 

その他20.3％ 

地方交付税1.1%

国庫支出金13.2％ 

県支出金5.0%

市債8.3%

その他5.4％ 

自主財源 
67.0％ 

依存財源 
33.0％ 

義務的経費 
42.5％ 

投資的経費 
21.7％ 

その他 
35.8％ 

純剰余金 
36億2,072万円 

23年度への 
繰越財源 

6億1,867万円 

歳入歳出差引額 
42億3,939万円 



水道事業収益 

営業収益 

水道事業費用 

営業費用 

病院事業収益 病院事業費用 

医業費用 
医業収益 

医業外収益 

６ 

１７
台
で
１
３
４
１
万
８
千
円
と
な
り
、

入
札
の
実
施
に
よ
り
大
幅
な
歳
入
増
と

な
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

◇
歳
出
 

・
総
務
費
 

「
市
政
だ
よ
り
発
行
業
務
で
印
刷
製
本

費
と
配
布
委
託
料
が
大
幅
に
削
減
し
て

い
る
が
、
改
善
内
容
は
」
と
質
疑
が
あ

り
、
「
印
刷
製
本
費
で
は
新
た
に
業
者

を
加
え
て
指
名
競
争
入
札
を
行
っ
た
こ

と
、
年
間
の
総
ペ
ー
ジ
数
を
大
幅
に
減

ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
印
刷
費
を
下

げ
た
。
配
布
委
託
料
は
、
入
札
結
果
に

よ
り
単
価
が
下
が
っ
た
」
と
答
え
た
。
 

・
民
生
費
 

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対
象
内
容
は
」

と
質
疑
が
あ
り
、
「
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
で
、
一
つ
目
に
６５
歳
以
上
で
要

介
護
認
定
を
受
け
た
方
。
二
つ
目
に
６５

歳
以
上
で
要
支
援
認
定
を
受
け
、
主
治

医
意
見
書
で
栄
養
状
態
が
不
良
ま
た
は

低
栄
養
の
欄
が
有
の
方
。
三
つ
目
に
６５

歳
以
上
で
栄
養
改
善
が
必
要
と
さ
れ
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
方
。
四
つ
目
に
前
述
に
該
当
し

な
い
が
、
６５
歳
以
上
で
自
己
で
取
得
し

た
医
師
の
診
断
書
に
よ
り
低
栄
養
状
態

の
診
断
及
び
栄
養
改
善
が
必
要
な
状
態

に
あ
る
方
。
最
後
に
８０
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

１
・
２
級
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
・

Ｂ
判
定
者
及
び
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

と
な
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で

世
帯
員
全
員
が
調
理
困
難
な
方
、
以
上

が
対
象
に
な
る
」
と
答
え
た
。
 

・
衛
生
費
 

「
平
成
２２
年
１０
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
わ

ん
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
の
入
園
者
数
、
イ
ベ
ン

ト
実
施
回
数
と
内
容
、
課
題
を
伺
う
」

と
質
疑
が
あ
り
、
「
利
用
状
況
は
、
２２

年
１０
月
１
日
か
ら
２３
年
３
月
末
で
２
万

１
７
３
３
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
イ
ベ

ン
ト
実
施
回
数
は
７３
回
、
参
加
者
は
１

４
１
１
人
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
内
容

は
、
芝
滑
り
、
泥
ん
こ
綱
引
き
、
虫
探

し
、
園
内
探
検
、
星
空
月
観
察
会
、
ク

ラ
フ
ト
な
ど
で
あ
る
。
平
日
の
利
用
者

数
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学

校
と
の
連
携
を
図
り
園
、
学
校
活
動
で

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
、
研
究

を
推
進
し
て
い
く
」
と
答
え
た
。
 

・
労
働
費
 

「
２２
年
度
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
成
果

に
係
る
担
当
課
の
評
価
に
つ
い
て
伺
う
」

と
質
疑
が
あ
り
、
「
緊
急
雇
用
創
出
事

業
は
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
正
規
労

働
者
、
中
高
年
齢
者
等
の
失
業
者
に
対

し
、
次
の
雇
用
ま
で
の
短
期
の
雇
用
・

就
業
機
会
を
創
出
す
る
事
業
で
、
２２
年

度
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
基
金
を
活

用
し
、
担
当
課
が
創
意
工
夫
を
し
て
緊

急
雇
用
の
趣
旨
に
あ
っ
た
事
業
を
実
施

し
、
２
６
９
人
の
失
業
者
の
雇
用
が
で

き
た
。
担
当
課
に
お
い
て
は
今
ま
で
で

き
な
か
っ
た
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
成
果
の
あ
っ
た
業
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
」
と
答
え
た
。
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水道事業会計経営成績 

その他5,760万円 

その他260万円 

その他営業収益 
2億8,472万円 

給水収益 
63億6,593万円 

他会計負担金1億107万円 

その他 
9億4,161万円 

減価償却費 
18億9,173万円 

配水及び給水費 
5億1,151万円 

原水及び浄水費 
20億1,339万円 

支払利息 
4億1,942万円 
その他2,590万円 

1,336万円 

病院事業会計経営成績 

（各会計損益計算書より） 

22年度純利益 
9億9,513万円 

13万円 

他会計負担金 
12億2,572万円 

その他2億6,187万円 

その他 
5億193万円 

外来収益 
39億4,536万円 

181億8,276万円 

58億1,692万円 

68億1,205万円 

入院収益 
120億7,428万円 

1億7,360万円 

その他 
12億4,264万円 

経費 
30億1,988万円 

材料費 
41億5,802万円 

給与費 
81億943万円 

173億9,612万円 

8億1,029万円 

5,586万円 

22年度純利益 
7億8,664万円 

特別損失 

医業外費用 

特別収益 

特別収益 

特別損失 

営業外費用 

営業外収益 



矢作中学校 

市民病院 

７ 

特
別
会
計
 

企
業
会
計
 

・
農
林
業
費
 

「
地
産
地
消
推
進
の
た
め
の
地
場
産
農

林
産
物
地
域
流
通
促
進
業
務
の
補
助
に

よ
る
、
生
産
組
織
の
出
荷
体
制
の
確
立

を
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
地
場
産

農
林
産
物
の
出
荷
体
制
の
確
立
は
、
現

在
六
ツ
美
地
区
は
、
六
ツ
美
野
菜
部
会

と
高
橋
野
菜
部
会
、
矢
作
地
区
は
、
矢

作
地
場
野
菜
部
会
、
北
部
の
葵
地
区
は
、

葵
地
場
野
菜
部
会
、
東
部
に
つ
い
て
は

東
部
野
菜
部
会
、
額
田
は
額
田
特
産
部

会
が
組
織
さ
れ
た
」
と
答
え
た
。
 

・
商
工
費
 

「
中
小
企
業
事
業
資
金
斡
旋
業
務
の
預

託
金
の
仕
組
み
と
平
成
２２
年
度
倍
増
し

た
理
由
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
市
が

金
融
機
関
に
資
金
を
預
託
す
る
こ
と
に

よ
り
金
融
機
関
が
そ
の
資
金
を
運
用
し
、

市
中
金
利
と
市
の
制
度
融
資
に
よ
る
金

利
と
の
差
を
補
填
し
融
資
の
円
滑
化
を

図
る
制
度
で
、
倍
増
し
た
理
由
は
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景
気
低
迷
に

よ
り
悪
化
し
た
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

対
策
と
し
て
２０
年
１０
月
に
緊
急
補
償
制

度
が
創
設
さ
れ
、
２１
年
度
に
融
資
斡
旋

実
績
が
大
幅
に
増
加
し
た
た
め
、
２２
年

度
も
、
融
資
額
の
増
加
を
予
測
し
、
預

託
額
を
増
額
さ
せ
た
」
と
答
え
た
。
 

・
土
木
費
 

「
流
域
貯
留
浸
透
施
設
の
井
田
小
学
校
、

矢
作
中
学
校
の
設
備
の
設
計
内
容
は
」

と
質
疑
が
あ
り
、
「
施
設
の
構
造
は
、

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
貯
留
施
設
を

設
置
し
、
周
辺
に
整
備
す
る
側
溝
や
配

水
管
等
で
敷
地
内
の
雨
水
を
集
約
し
貯

留
槽
の
中
に
流
入
さ
せ
る
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
材
質
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

組
み
立
て
ブ
ロ
ッ
ク
で
設
置
し
、
規
模

は
、
井
田
小
学
校
が
幅
約
３０
　
、
長
さ
 

４４
　
深
さ
が
７０
　
メ
ー
ト
ル
で
貯
留
量

は
約
１
０
０
０
立
方
　
、
矢
作
中
学
校

は
幅
が
約
３７
　
、
長
さ
６０
　
深
さ
５０
　

メ
ー
ト
ル
で
貯
留
量
は
約
１
万
１
０
０

０
立
方
　
を
予
定
し
て
い
る
」
と
答
え

た
。
 

・
消
防
費
 

　「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
‐
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
と

し
て
有
効
な
も
の
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
緊
急
地
震
速
報

な
ど
時
間
的
に
余
裕
の
な
い
事
態
が
発

生
し
た
場
合
に
、
人
工
衛
星
を
用
い
て

国
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
緊
急
情
報
が

送
信
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
地
方
公
共
団

体
が
住
民
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、

本
市
の
防
災
ラ
ジ
オ
を
自
動
起
動
さ
せ

て
伝
達
す
る
情
報
は
、
国
民
保
護
関
係

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
ゲ
リ
ラ
特
殊

部
隊
攻
撃
情
報
、
大
規
模
テ
ロ
情
報
、

震
度
４
以
上
の
緊
急
地
震
速
報
、
東
海

地
震
の
注
意
情
報
と
予
知
情
報
、
土
砂

災
害
警
戒
情
報
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

・
教
育
費
 

「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
主
な
活
動

は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
確
か
な
学
力

や
健
や
か
な
心
身
の
育
成
に
視
点
を
当

て
て
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
お

り
、
地
域
や
家
庭
と
連
携
し
た
教
育
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。
自
ら
の
生
き
方

を
考
え
る
生
徒
の
育
成
を
実
践
し
て
い

る
学
校
や
、
文
化
継
承
活
動
を
地
域
の

達
人
に
学
び
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
を

育
む
学
校
、
地
域
や
家
庭
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
と
の
連
携

を
積
み
、
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ

る
学
校
な
ど
地
域
、
家
庭
、
学
校
の
共

同
を
柱
に
豊
か
な
心
を
育
む
活
動
を
し

て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

  ・
介
護
保
険
特
別
会
計
 

「
介
護
予
防
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
人
材
育
成
研
修
会
の
内
容
は
」
と

質
疑
が
あ
り
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
の
あ
る
６０
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
、
延
べ
８０
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、
骨
折
予
防
、
緊
急

時
の
対
応
と
補
助
方
法
の
講
義
を
受
け

た
。
ま
た
二
つ
目
と
し
て
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
、
延
べ
１８
人
が

傾
聴
の
効
果
、
受
容
と
共
感
に
つ
い
て

等
の
講
義
を
受
講
し
て
い
る
」
と
答
え

た
。
 

  ◇
病
院
事
業
会
計
 

「
大
幅
な
黒
字
を
計
上
し
た
理
由
は
」

と
質
疑
が
あ
り
、
「
医
業
収
益
が
２１
年

度
よ
り
約
９
億
３
千
万
円
増
加
し
、
医

業
費
用
は
約
２
億
円
の
増
加
に
抑
制
し

た
。
収
益
増
加
の
主
な
内
容
は
、
入
院

収
益
で
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
や

小
児
病
棟
に
お
け
る
７
対
１
看
護
体
制

の
実
施
な
ど
看
護
師
の
増
員
に
よ
る
各

種
加
算
で
約
２
億
９
千
万
円
の
増
、
２２

年
４
月
の
診
療
報
酬
の
改
定
で
約
４
億

円
の
増
な
ど
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

◇
水
道
事
業
会
計
 

「
水
道
の
災
害
対
策
事
業
は
」
と
質
疑

が
あ
り
、「
大
西
配
水
場
配
水
池
の
貯

水
容
量
の
確
保
と
耐
震
化
工
事
を
行
い
、

容
量
３
６
５
０
立
方
　
を
８
４
０
０
立

方
　
と
し
た
。
救
急
病
院
や
広
域
避
難

所
な
ど
重
要
給
水
施
設
２０
カ
所
へ
の
管

路
耐
震
事
業
や
老
朽
化
し
た
管
路
の
耐

震
布
設
替
工
事
な
ど
を
行
い
、
市
全
域

の
管
路
耐
震
化
率
は
５３
・
９
％
に
な
っ

た
」
と
答
え
た
。 
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